
やまなみ 
  サンフランシスコ日本語補習校 
  理事会通信 

2010年度第 1 号 2010年 4月 3日 

新年度を迎えて 
  理事長 松波

まつなみ

 博之
ひろゆき

 
ご入学、ご進級おめでとうございま

す。4 月から、新しく菊地校長先生を

お迎え し、また本校 の英語名称

を”San Francisco Japanese School” 

(SFJS)と変更し、気持ちも新たに 2010

年度のスタートです！理事 3 年目となる今年、縁あっ

て理事長を務めさせていただくことになりました。よ

ろしくお願い致します。 

本校は、週一回という限られた時間ではありますが、

様々な仲間と一緒に日本の学校文化の中で学ぶことを

通して、日本に対する理解を深め、在外の日本の学校

としての特徴を生かし、国際社会に貢献する幼児・児

童・生徒の育成を目指しています。約 1200名が在籍す

る世界で２番目に大きい補習授業校となり、日本国政

府からの援助を受けておりますが、基本的に保護者の

皆様の支えで運営されている私立学校であり『手作り

の学校』です。運動会など行事の際のボランティア、

安全管理の為の各種当番、クラス委員、図書委員など、

皆様のご協力無くしては学校は成り立ちません。ご協

力のほどよろしくお願い致します。 

さて、昨年度は本校の創立 40 周年を祝うと共に、

「40 周年記念シンポジウム」や「めざす補習校像検

討委員会」など、これからの補習校のあり方について

考える機会をもつことができた年でもありました。そ

れらから頂いた貴重な提言やアイディアをしっかり

と受け継ぎ、更により良い教育環境を提供できるよう、

今年度理事会では取り組んでいきたいと思います。ま

た、保護者の皆様から少しでも身近に
．．．

感じていただけ

るような理事会運営を心掛けたいと思っています。 

最後に、「めざす委員会」の答申で最も伝えたかっ

たメッセージは『家庭学習の重要性』でした。私自身

も含め、やや耳の痛い話かもしれませんが、是非この

テーマについて皆様と一緒に一年間考えてみたいと思

っています。お付き合いいただきますようお願い致し

ます。 
2010年度理事会の役員構成 
理事長 松波 博之 
副理事長 三宅 孝明 
財務役 保刈 正行 
監査役 雨川 浩之 
事務総長 青柳 伸之 
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このたび、文部科学省から植木前校

長の後任として派遣されました菊地

政幸です。 

 当初、3月12日に到着して、前校長

からの引き継ぎを受けた後、新学期に
向けての諸準備を開始する予定でし

たが、諸般の事情により４月１日に着任ということに

なりました。 実はこの「やまなみ」の原稿は、北海

道の自宅で書いています。今朝は10センチメートル以

上の積雪があり、辺り一面銀世界、冬に逆戻りという

光景です。北国の冬は長く厳しいものですが、それだ
けに春を迎える喜びもひとしおということになりま

す。今の私にとってサンフランシスコは遙かに遠く、

なかなか辿り着けないでおりますが、その分子どもた

ちと出会ったときの感激も大きいのではないか、と期

待しております。 

 さて、サンフランシスコ日本語補習校は千名以上の
在籍幼児・児童・生徒を抱える大規模校で、開校40周

年を終えた歴史と伝統のある学校と聞いております。

私は、現地校と補習校の2校に通い、複数の言語を使

い、複数の文化を学ぶという厳しい生活に耐えてがん

ばっている子どもたちの姿を想像すると、胸が熱くな

ります。この子どもたちの期待と信頼に応える教育の
充実のためには、学校便覧にありますように、理事

会・学校・保護者（会）の三者が連携を密にし、一致

協力して学校運営にあたることが必要不可欠であり、

その一翼を担う者の一人として責任の大きさに身の

引き締まる思いがいたします。 

 日本国内の学校あるいは海外日本人学校以上に、み
んなの努力で創り上げなければならない学校、それが

補習校であると考えます。早く慣れて、皆様方と一緒

に学校教育目標の達成に向けてがんばりたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。   
2010年度理事の所感・抱負 

 
相澤
あいざわ

浩一
こういち

 

この度サンフランシスコ保護者会会

長として理事会に参加させて頂くこと

になりました。インディアナに13年、ベ

イエリアに8年と、在米通算20年を超え
ました。3人の息子たちは、みなアメリ

カで生まれ、この地で英語力と日本力を
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イコールに伸ばしていく難しさをしみ

じみ感じております。今回、１月より引

継ぎを兼ねて保護者会活動に参加させ
て頂き、改めて補習校は、先生方はじめ

たくさんの方々によって支えられてい

るという事を分からせて頂きました。子

供達により良い環境の中で、日本語で学

ぶ力の向上、及び日本文化の習得が出来

る場を作って行く為の活動に精一杯参
加させて頂きたいと思っております。ど

うぞよろしくお願い致します。 
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 小学部サンノゼ校4年生の息子がいる

保護者です。理事は3期目になります。

今年度は監査役及び法規委員長として、

特に規則の面から皆様のお役に立ちた

いと思っています。具体的には、本校運

営の基盤である定款の整備と、ウェブサ

イトを皆様に楽しく使って頂ける場に

するための規則整備の2つを、それぞれ

昨年度の法規委員会から引き継いで進

めて行きます。どうぞよろしくお願い致

します。 

 

 
荒牧
あらまき

一也
かず や

 

本年度の保護者会を代表して理事会

に参加させていただきます。創立以来40

年を超えて存続するサンフランシスコ

日本語補習校には、保護者の皆さん、教
師、理事、事務局の方々が一丸となって、

時流の変化に合わせ、その時々のみなら

ず中期長期に亘って最良の方向を見出

そうとする文化が根付いていると感じ

ます。結果として、子供たちが補習校に

通ってよかったと思ってもらえる学び
の場に、これからの補習校がなってゆく

よう、出来る限りの努力をさせていただ

きます。 
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この度、理事会に参加させて頂く事に

なりました石黒と申します。 昨年度、

会長補佐として参加した保護者会では

これまでにない貴重な経験と勉強をさ

せて頂きました。 また補習校を通じて

得られた様々な出会いはアメリカに住

む日本人としての自分を見つめ直す大

変良い刺激となりました。これらの思い

を出来るだけ多く学校に還元できる様、

精一杯努力いたしますので、一年間何卒

よろしくお願い申し上げます。 

 

 

西郷
さいごう

リベカ 

この数年嬉しいサイクルが補習校に

できています。補習校高等部を卒業した

方が学校の用務になり、先生方や後輩の
中で嬉々として働き、また次の卒業生へ

バトンタッチして大学や社会に飛び立

っていく。その後も休暇毎に日本から他

州から帰ってきては同窓会をしていま

す。このような生涯の友を得る補習校は

多くの方々の情熱と努力で４０年バト
ンタッチされてきました。今年度もより

良い補習校を目指して微力ですがお手

伝いさせて頂きたく思っています。  
 

 
高田
たか だ
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この度、平成 22 年度の理事会に参加

させていただくことになりました。補習

校には今年度、中学部に進学、幼稚部に

入学する娘がおります。補習校は子ども

達にとって、日本語を学ぶというだけで

なく、多様なバックグラウンドを持った

人たちとコミュニケーションする貴重

な機会でもあります。単に日本語を学ぶ

というだけでなく、補習校ならではの貴

重な経験を子供達が得られるよう、微力

ながら協力したいと思います。よろしく

お願いします。 
 

 
長野
ながの
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しげる

 

 サンノゼ校の保護者会副会長として

理事会に参加させて頂くことになりま

した。今年2年生の息子と一緒に補習校

の1年をやっと一通り経験したばかり

で、初めての保護者会役人と理事。なん

だか「いっぱいいっぱい」の状態ですが、

少しでも子供たちが楽しく勉強できる

環境を作っていきたいと思います。  

 

 
野崎
のざ き

弘倫
ひろみち

 

今年度サンフランシスコ校で保護者

会副会長を努めさせて頂く関係で遠い

存在でありました理事会にも参加させ

ていただくご縁となりました。昨年まで

は全くの一保護者でありましたので、い
ろいろと勉強することばかりですが、何

か一つでもお役に立てるよう頑張りた

いと思いますので、1 年間よろしくお願

い致します。 

 

 
藤井
ふ じい

グレン 

今年は日本語補習校の理事として三

年目です。この学校の新たな50周年、100

周年に向けての基礎を建設して行くた

めに今までの経験を生かし語学の面で

も力を尽くして行きたいと思っていま

す。どうかよろしくお願いします。 



サンフランシスコ日本語補習校理事会通信「やまなみ」 2010年４月号 3 
 

 
保刈
ほ かり

正行
まさゆき

 

昨年度は理事一年目ということで、い

ろいろ勉強をさせていただきました。本

年度は理事二年生として経験を生かし、
よりよい補習校をみなさまと共に築き

たいと思います。財務役ということでフ

ァンドレイジングや、昨年度の継続とい

うことでウェブなどに重点を置きたい

と思います。 

 

 
桝本
ますもと

博之
ひろゆき

 

長男がこの 3 月に 11 年間の補習校生

活を終え、卒業を迎えましたが、次男が

高校 1年、長女が中学 2年でお世話にな

ります。補習校の理事会に自分自身が参

加することは今まで全く考えておりま

せんでしたが、息子や娘の友達と会話す

る機会に、彼らの彼女らの努力に感動

し、親として直接お手伝いすることの大

切さを感じて、今回初めて理事会に参加

させて頂くことになりました。シリコン

バレーというアメリカでも特殊な地域

での生活と日本の教育を融合し、この地

にいるからこそ学べる社会勉強も取り

入れるプログラムの構築を検討させて

頂ければと思います。 
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 昨年に引き続き、本年度も理事を務め

させていただくこととなりました。この

春より長男は中学一年生、次男が小学四
年生に進学、そして三男は小学一年生と

して入学し、息子三人が補習校でお世話

になります。昨年は、私自身が理事一年

生であり何かと戸惑うことが多い一年

間でしたが、今年は、気持ちを新たに引

き締め、保護者の皆さんと補習校がより
円滑にコミュニケーションを取ること

が出来る環境作りに努力していく所存

です。どうぞ宜しくお願いいたします。 

あいうえお順 
 
ウェブサイトでの写真掲載について  （雨川理事） 
今年度から新しい取り組みとして、子供たちの学校

生活や行事などの写真を本校ウェブサイトに掲載し

ます。これには主に 
(1)子供たちの楽しい記録を保護者の皆様に提供する。 

(2)本校の魅力を発信し、本校に対する理解を深める。 

という 2 つの目的があります。この目的に沿わない写

真や、写っている子供が嫌な思いをすることが一般的

に予想される写真（例えば、変な表情のものなど）は

掲載しないように最大限の努力を致しますので、是非
取り組みの趣旨をご理解下さい。 

保護者の皆様に配布する「Photo Release Policy」

は、子供の写真掲載を望まない保護者の方の意志を尊

重するための文書です。子供の写真掲載を望まない方
だけ提出して下さい。 

 

人事異動 
◆文部科学省派遣教員の着任 
文部科学省派遣教員の菊地政幸（きくち まさゆき）

校長先生が、4月 1 日付けで着任されました。 

◆人事異動（2010年 3月 14日～4月 1日付）   
退職：小 SF教員 ニューベリー圭美  3/31付 
退職：小 SF教員 新田邦子 3/31付 
退職：幼 SJアシスタント 山本愛  3/31付 
退職：小 SJ教員 石井昭子 3/31付 
退職：小 SJ教員 ハービン恵子 3/31付 
退職：中高 SF教員 沖田宏武 3/31付 
退職：中高 SJ教員 イエン理子 3/31付 
退職：中高 SJ教員 桜井千賀子 3/31付 
退職：中高 SJ教員 川嶋研一 3/31付 
採用：幼 SJ教員 水澤隆子 4/1付 
採用：幼 SJアシスタント コリンズ道子 4/1付 
採用：小 SF教員 吉川文代 4/1付 
採用：小 SF教員 岩崎久美 4/1付 
採用：小 SF教員 村上良子 4/1付 
採用：小 SJ教員 江本麻希 4/1付 
採用：小 SJ教員 山田和子 4/1付 
採用：中高 SJ教員 原田誠 4/1付 
採用：中高 SJ教員 夏目有愉子 4/1付 
採用：中高 SJ教員 工藤こずえ 4/1付 
採用：中高 SJ教員 佐野善弘 4/1付  
 
保護者の皆様へのお願い 
◆ 「EMERGENCY INFORMATION」の提出 
およびデータベース入力について 
 EMERGENCY INFORMATIONのフォームは、日
本語訳を参照の上、英語/ローマ字でご記入ください。
緊急連絡先は、データベースの同項と同一内容で、優

先順にご記入ください。これらの情報は、厳重かつ慎

重に保管・取り扱いを行いますので、必要性をご理解

いただき、至急担任に提出くださいますようお願いい

たします。 
データベースは本校ホームページからアクセスで

きます。ユーザー名およびパスワードを紛失された方

は事務局へご連絡ください。なお、新入生のご家庭に

は近日中に郵送いたします。ログイン後、既に入力さ

れている情報を再度ご確認ください。入力が必要な事

項は次の通りです。＊自宅住所・電話番号・携帯電話

番号 ＊保護者勤務先情報 ＊Ｅメールアドレス 
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＊緊急連絡先情報 ＊幼児・児童・生徒の健康保険情

報 ＊現地校情報 ＊幼児・児童・生徒の身体上のこ

とで知らせておくこと。ご入力・ご確認は 4月 11日
までにお願いいたします。緊急連絡、郵便物の発送、

Ｅメールによる同報送信等はデータベースの情報に

基づいて行われますので、入力漏れ/入力ミスのないよ
うご注意ください。また、必要情報未入力/誤入力によ
り生じた問題等には、補習校は一切の責任を負いかね

ますのでご了承ください。なお、何らかの理由により
データベースへの自己入力が不可能な方は、従来通り

インフォメーション・フォームをご提出願いますので、

事務局へご連絡ください。 
 ◆「誓約書」の提出について 
 4月 3日、「学校生活のきまり」「学習の約束」「児童
生徒の義務及び違反行為について」と一緒に、「誓約

書」を配布いたしました。子どもたちが楽しく仲良く

日本語補習校の学校生活を続けていくためのもので

す。保護者の皆様とお子さまとでよくお読みいただき、
「誓約書」に必要事項をご記入の上、至急担任に提出

くださいますようお願いいたします。  
主な前期日程 
4月 3日 始業式・入学式  
4月 17日 避難訓練 
5月 1日 SF保護者会総会／授業参観(小 SF) 
5月 8日 SJ保護者会総会／授業参観 (小 SJ) 
5月 22日 授業参観（中高 SF／SJ） 
5月 29日 運動会（小 SJ） 
6月 5日 運動会（小 SF） 
6月 12日 中高前期中間テスト  
6月 15日 集中学習開始（６月 27日まで) 
6月 19日 中高球技大会 
9月 4日 中高前期期末テスト  
9月 18日 通知表提出 
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